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児童生徒の現状 

全国学力・学習状況調査の結果，校区

小学校は福山市の平均正答率を上回った

が，中学校は下回る結果となった。 

長欠未然防止に向けて，現状や対策を

話し合い，実践した。 

メディアウィークを設定することで，

メディアとの付き合い方や利用の仕方に

ついて効果があった。 

 

  ２０２５  年度（令和 ７ 年度）学校評価自己評価表  
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城北中学校区 校番 ８ 福山市立樹徳小学校 
   

 最終更新日 ２０２５年（令和７年）２月５日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

知識・技能     思考力・判断力・表現力   主体的に学ぶ力  

他者とかかわる力  社会貢献力        自己形成力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
自ら考え，判断し，行動できる自律した児童・生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

・校区合同研修における，合意形成を意識した授業研究及び教科等部会の取組 

・DC教育を基に，ＩＣＴを活用した個別最適化した授業実践及び協議・交流の取組 

・家庭での効率的な学習計画の立て方・メディアとの付き合い方への取組 

・合同行事や乗り入れ授業，「総合的な学習の時間」交流会の取組 

 

現 状 

＜児童＞ 
・全国学力・学習状況調査では国語・算数ともに全国平均を上回り，基礎的・基本的な

学力は定着している。また，主体的・対話的で深い学びに対する意識調査での肯定的

評価は全体的に前年度より上昇傾向にあり，全国平均を上回った。 

・「外で遊ぼうデー」「主運動につながる運動メニュー」，体育委員会による体力向上の企

画の実施により，運動に親しむことができたが，「全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」においては，長座体前屈・ソフトボール投げに課題がある。 

・道徳的な善悪の判断が付く児童は多いが，実践する力が十分ついているとはいえない。 

＜授業＞ 
・国語科において，課題発見，解決を重点にした授業展開を積み上げている。 

・付ける力を意識したり，他へ生かそうとしたりする振り返りが増えてきている。 

・互いの考えをさらに深める話し合いになっていない。 

・国語科での課題発見，解決の力を他教科へ広げられていない。 

・研修した内容を日々の授業に生かしきれず，児童の肯定的な評価へ繋げることがで

きていない部分がある。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

学校関係者評価報告書は全項目「十分

満足できる」と評価された。中学校校区

で連携を深め，共通の取組で成果をあげ

ている。各校の目標が達成できていない

ものについては取組の進捗状況を細かく

把握し課題克服に向けて PDCA サイク

ルに則り実践する。 

 

ミッション 

目標を持ち，実現に向けて粘り強くチャレンジしようとする子どもを育てる。 

 
学校教育目標 

自ら考え，判断し，行動できる樹徳っ子の育成 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

思考力・判断力・表現力  他者とかかわる力 

（互いの考えを受け入れ深める力） 

社会貢献力 

（実践力） （課題発見力） （表現力） 

めざす 

子ども像 

１～３

年生 

「不思議だな」「何故
かな」を見つけるこ
とができる。 

事柄や時間の順序を
整理したり，筋道を立
てたりしながら，自分
の考えを表現するこ
とができる。 

自分の考えを伝えた
り，相手の考えを聞い
たりすることができ
る。 
 

自分がやるべきこと
を，あきらめないでや
り抜くことができる。 

４～６

年生 

既習内容や知識をも
とに，身の回りから
探究したい課題を見
つけることができ
る。 

筋道を立てたり，根拠
を明確にしたりしな
がら，臨機応変に自分
の考えを表現するこ
とができる。 

多様な考えを受け入
れながら，自分の考
えを伝え，折り合い
をつけることができ
る。 

自分の役割を自覚し，
役に立つ喜びを感じ
ながらやり抜くこと
ができる。 
 

  

 

研究 

テーマ 
楽しみながら主体的に学び，力を育む授業づくり 

～保幼小連携，国語科授業研究を基盤とした「本気で考える」単元開発を通して～ 

内容等 
・保幼小連携による児童の学びや育ちをつなぐ授業づくり，学習環境づくり 

・国語科における課題発見，解決の見通しを持った思考場面を位置付ける単元づくり 

めざす授業の姿 

①児童が自ら課題を見つけ，学習を広げたり，深めたりする授業 

②児童が自ら学び方を選択・判断し，相手・目的意識をもって表現する授業 

③互いの考えを受け入れ，さらに深める話し合いを通して，課題解決に向かう授業 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営
目標 

重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

自ら考え

ようとす

る意欲を

育み，力を

付ける。 

 

見

直

し 

・自ら考えよ
うとする意
欲を育む授
業づくりを
行う。 

・児童が必然性を
持って考えてい
る姿を教職員間
で共有する。 

・深く思考する学
習場面を単元内
に位置付ける。 

・「授業で，新しいこと
を知ったり，考えた
りすることが楽し
い」８５％以上 

・「授業で，友達の考え
を聞いたり，話し合
ったりすることが
楽しい」８５％以上 

□「授業で、新しいこと

を知ったり、考えた

りすることが楽し

い」85.1% 

□「授業で、友達の考え

を聞いたり、話し合

ったりすることが楽

しい」87.3% 

・学年が上がるにつれ

て、肯定的評価の値

が下がっている。 

・深く思考する学習場

面を位置付けた単元

づくりは十分とは言

えない。 

3 3 

・探究的な学び
になるよう
に、単元構成
の見直しや導
入の工夫を行
うとともに、
実践を交流す
る。 

・学んだことが
これからに生
きる実感を持
てるように、
振り返りを充
実させる。 

□「授業で、新しいこと

を知ったり、考えた

りすることが楽し

い」84.6% 

□「授業で、友達の考え

を聞いたり、話し合

ったりすることが楽

しい」85.4% 

◎自ら考えようとする
意欲が育ち、学び合お
うとする集団になっ
てきている。 

◎単元導入の工夫、探究
的な学習展開につい
ては十分とは言えな
い。 

3 3 3 

・探究的な学びに
ついての理解
を共有するた
めの研修を行
う。 

・カリキュラムマ
ップを見直し、
生活科と総合
的な学習の時
間を軸に、強化
との関連に焦
点を当て、探究
的な学習とな
るような単元
作りを行う。 

★ 

見

直

し 

・相手，目的意
識を持って
表現する力，
基礎学力の
定着を図る。 

・児童が学び方を
選択，判断する
場面を設定す
る。 

・自分の考えを表
現する学習活動
を行う。 

・学期末確認テスト
（思考・表現力） 

 国語・算数８０点以上 

・「自分の考えを
伝えようと努力
した」75％以上 

□学期末確認テスト 

(思考・表現力) 

国語 84.5点 

算数 76.2点 

□「自分の考えを伝えよ 

うと努力した」 

80.3% 

・学力差が大きい。 

3 3 

・多様な学び方
による学習展
開を行う。 

・相手意識、目
的意識をもっ
た表現活動を
位置付ける。 

□学期末確認テスト 

(思考・表現力) 

国語 85.5点 

算数 77.9点 

□「自分の考えを伝えよう
と努力した」79.9% 

◎学んだことを発信する
機会を設定した。 

◎教科の基礎学力が二極
化している。 

3 ３ 3 

・相手に伝えると
いう意識をも
って表現でき
るよう発信の
機会を位置付
ける。 

・基礎学力の定着
に向けて、楽し
く、繰り返し行
う学習を積み
上げる。 

３ 

自他を認

め，相手を

思いやる

心を育む。  

★ 
継

続 

・自分の役割

を自覚しな

がら，協働し

てやり抜く

力を育む。 

・学級経営，児童
理解についての
研修を行う。 

・行動目標に対す
る振返りを継続
する。 

・自主的な係，委
員会活動を促進
する。 

・「学級や委員会で自
分の役割を果たし
ている」80％以上 

・「目標や努力する
ことを決めて取
り組んでいる」 

80％以上 

 

□「学級や委員会で自分の役
割を果たしている」 

 ８４．７％ 
□「目標や努力すること
を決めて取り組んでい
る」８４．１％ 

・高学年を中心に役割を
意識して活動している。 

３ ３ 

・児童が主体的
に役割を果た
せるようにす
る。また、振り
返りをするこ
とで意味をも
たせるように
する。 

□「学級や委員会で自分の役
割を果たしている」 

88.5％ 

□「目標や努力すること
を決めて取り組んでい
る」86.1％ 

◎役割を果たそうとす
る児童は増えたが、活
動が前年度踏襲の内
容に留まっている。 

３ ４ ３ 

・行事や委員会・
係活動の目的
を児童と再共
有する。 

・行動目標を立て
た上での振り
返りを継続す
る。 

 

福山市立樹徳小学校 
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４ 

自ら体を

動かし，た

くましい

体を育成

する。 

 

継

続 

・運動に親し
み，進んで体
力づくりに取
り組む態度を
育む。 

・「主運動につなが

る運動メニュ
ー」を各単元の
進度に応じてと
り入れた授業づ
くりを行う。 

・毎週水曜日に
「外で遊ぼうデ
ー」を実施する。 

・「運動やスポーツ
をすることが好
き」80％以上 

 

 

 

 

 

□「運動やスポーツをす
ることが好き」 

82.2％ 

・毎週水曜日に「外で遊
ぼうデー」を実施し、
児童の外遊びに対す
る意欲が高まった。 

 

３ ３ 

・体育の授業の
中で、技能を
高めるだけで
なく、主運動
につながる運
動メニューを
通して、運動
することの楽
しさや達成感
を感じられる
ような授業を
行う。 

□「運動やスポーツを
することが好き」
88.0% 

◎9 月の暑さ、外遊び
に関するトラブル
等の影響で、1 学期
よりも肯定的回答
が低くなった。 

◎体を動かすことの
心地よさを感じる
ような取り組みが
必要である。 

３ ３ ３ 

・全身運動につな
がる動き等を系
統化して共有す
る。 

・ゲーム性を持た
せた体つくりの
運動を取り入れ
る。 

１ 

教職員が

自身の力

量向上に

向けて，や

りがいと

充実感を

持って働

こうとす

る職場環

境を作る。 

★ 

見

直

し 

・児童が自ら
考える教育
活動に向け
て自己研鑽
に努める。 

・教材研究の
時間確保に
向けて働き
方改革を推
進する。 

・保幼小連携，小
中連携を基にし
た教材研究，単
元開発を行う。 

・行事，活動の目
的を再考して精
選する。 

・適切な予算執行
により，環境整
備を行う。 

・「仕事に意義や
やりがいを感じ
ている」85％以
上 

 

・時間外在校時間月
45時間以内の職
員100％ 

□「仕事に意義ややり
がいを感じている」
97.0% 

□時間外在校時間月
45% 以 内 の 職 員
97.2% 

・保幼小連携で学び、実
践したことを夏季休
業中に交流した。 

・効率的に業務遂行で
きるよう校内の環境
整備を行った。 

3 3 

・各学年、分掌
で課題と目的
を明確にする
とともに、取
組を見直し、
PDCAサイク
ルに基づいて
検証する。 

・学年主任会を
位置づけ、職
場環境や時間
確保について
定期的に話し
合う。 

□「仕事に意義ややりが

い を 感 じ て い る 」

86.2% 

□ 時間外在校時間月

45%以内の職員 

１００% 

◎勤務時間を意識した働

き方が浸透してきた。

また、教育内容も目標

達成を意識した内容と

なるよう見直しを進め

ている。 

３ ３ ３ 

・より目標を意識
した活動になる
よう、内容を精
査したうえで、
一貫性ある教育
課程を編成す
る。 

・教職員が自己の
成長を実感でき
るよう、体制や
方法を見直し、
研修を充実させ
る。 

１ 

保護者・地

位から信

頼される

学校づく

りを行う。 
 

見

直

し 

・総合的な学
習や生活科
などで，地域
を学んだり
地域の人々
と関わった
りする学習
をより充実
させる。 

・地域や市内を教
材化し，探究的
な展開になるよ
う単元づくりを
行う。 

・情報発信，丁寧
な保護者連携を
行う。 

・「地域の人や課題等
に児童が直接触れ

る機会をつくって
いる」80％以上 

・「地域のことを学ん

だり，地域の方と
一緒に活動したり
することが楽し

い」90％以上 

□「地域の人や課題等に児童

が直接触れる機会をつくっ

ている」３0.0％ 

□「地域のことを学んだり，地

域の方と一緒に活動したり

することが楽しい」42.4％ 

・生活科・総合的な学習の時間

を中心に課題発見（導入）を

意識した単元づくりの研修

を行った。 

２ ３ 

・保護者・地域
の方に児童自
ら学びを発信
したり自らの
課題の解決に
向けて探究し
たりする活動
を 位 置 付 け
る。 

□「地域の人や課題等に
児童が直接触れる機会
を つ く っ て い る 」
94.7％ 

□「地域のことを学んだ
り，地域の方と一緒に
活動したりすることが
楽しい」81.7％ 

◎地域の教材化を視野に
入れた単元づくりが不
十分である。 

3 ３ ３ 

・地域との連携の
仕方や連携先な
どを明確にし、
総合的な学習の
時間、生活科で
は、地域素材を
教材化した単元
を作る。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


